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ていくことでしょう。人々の正し

い価値観や強い意志があれば、IT

を活用して新たな理想の社会の実

現に近づけると思うのです。

大きな変革をきちんと捉えるに

は、どれくらいのレンジで考える

かが重要な点ですが、当委員会は

30年というスパンを設定しました。

携帯電話やSuicaが実用化までに要

した時間や、次の時代を担う子ど

もたちの教育のことを考えると30

年は決して短いスパンではありま

せん。2006年度は、30年先の社会

のあるべき姿を明確にするところ

から議論を始めました。その上で、

30年後から現在を照射し、今なす

べきことを考えていきます。従来

の工業社会において作り上げた制

度や価値観と、来るべき情報社会

の仕組みや価値観とは、非連続な

のだと考えています。この点を

しっかりと認識し、未来からの視

点で先手を打って、今解決すべき

課題に対処していかなければなり

ません。

明確な時代認識を持った素晴ら

しい委員の方々に恵まれ、実に活

発な議論が行われています。今年

度は、これらの議論を具体的提案

に結びつけ、少しでも社会の役に

立てればと思っています。

今、私たちが直面している「IT

革命」は、「産業革命」と同様の、

またはそれ以上の非常に大きなイ

ンパクトを社会全体にもたらしま

す。その本格的な変革の波が日本

社会に押し寄せるのはこれからで

す。その時に、大きな波に巻き込

まれてしまうのではなく、新しい

時代の日本はどうあるべきかとい

うビジョンを踏まえて、新たな社

会のあり方、方向性、価値観、ルー

ル、体制、教育など「情報社会」

の構築に向けて強い意志をもって

臨まなければなりません。この近

代工業社会から情報社会への移行

という歴史的変換点にあって、す

べての人が本当に幸せになれる社

会の方向性を見出していくのが、

当委員会のテーマです。

今の社会がこのままの状況で推

移すれば、機能不全を起こし、日

本はグローバル競争から取り残さ

れ、環境問題をはじめとした様々

なリスクに直面するワーストシナ

リオになりかねません。持続不可

能な社会に陥らないための新たな

シナリオを構築し、コンセンサス

を作れるかどうかという、非常に

重大な分岐点にいるのです。

この岐路にあって我々は、ITと

いうツールを戦略的に使い、たく

さんの人の叡智結集のサイクルを

形成し、持続可能な社会の実現に

向けていかなければなりません。

オープンなコミュニケーション、

情報のリンクとシェアが、新しい

社会の枠組みやこれまで想像しえ

なかったコミュニティを生み出し
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